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耐震化に関する住民への普及啓発
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緊急輸送道路沿道建築物所有者へ周知

建物所有者への啓発・条例の周知

• 新聞広告への掲載

• 区・市と都が共同して、建物所有者に対し、
説明会・個別訪問による普及啓発を実施
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特定沿道建築物

約5,000棟
どういう状況か・・・

◆ 自社ビル 約55％
◆ 分譲マンション 約12％

◆ 約93％は耐震化の必要性を認識

◆ 築40年以上の建築物が約28％
（築35年以上だと約62％）

緊急輸送道路沿道建築物の所有者へのアンケート
（平成21年度）より
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（主要６紙）

新聞広告への掲載
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説明会の実施
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個別訪問の実施
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対象棟数 延長 説明会 個別訪問

平成21年度 約1,000
棟

約 100km 21回 136棟
（160人）

923棟

平成22年度 約3,000
棟

約 450km 38回 154棟
（160人）

3,066棟

平成23年度 約5,000
棟

約2,000km 88回 875棟
（1251人）

1,578棟

説明会・個別訪問の概要
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耐震改修の事例紹介
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耐震改修の手法

• 重量を減らす

• 耐震性を高めるため新たな構造部材を加え
る。

• 既存の構造部材に強度や粘りを高めるため
の補修を行なう。

• 建物への地震力の入力を減らす
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1. 重量を減らす

耐震性向上のため４階建ての学校を
３階建てにした事例

（少子化のため現在では３階建てで十分という）
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耐震性を高めるため新たな構造部材を
加える

耐震性向上のための
ブレースを追加した例
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2.耐震性を高めるため新たな構造部材を
加える

耐震壁を増やす
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3.既存の構造部材に強度や粘りを高める
ための補修を行なう

炭素繊維シートを鉄
筋コンクリート造の柱
に巻きつけることに
より耐震性を向上
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炭素繊維シートを鉄筋コンクリート造の
柱に巻きつけることにより耐震性を向上

3.既存の構造部材に強度や粘りを高める
ための補修を行なう



15

スリットがないと、地震力が一箇所に集
中して破壊が起きやすい

3.既存の構造部材に強度や粘りを高める
ための補修を行なう

腰壁と柱の間にスリットを設ける
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4.建物への地震力の入力を減らす

免震装置を基礎部分に入れる

免震装置

基礎部分のみ
で工事を行なう



17

4.建物への地震力の入力を減らす

中間階の柱に免震
装置を入れる

通常のビル 免震装置を入れたビル

大きなせん断力
小さなせん断力

免震層
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4.建物への地震力の入力を減らす

免震装置設置

補強鋼管取り付け 既存柱撤去

鋼管柱切断（免震化）
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4.建物への地震力の入力を減らす

免震階の状況（耐火被覆あり） 免震装置設置状況
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4.建物への地震力の入力を減らす

制震ブレースを設置し、地震時に生じる
大きなエネルギーを吸収


